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１ 安中城の既存研究 

 

○山崎一 明治３９年１９０６年高崎市の生まれ、戦前、満州、ジャワ戦線に参加、陸軍大

尉、参謀、戦後、県立高崎女子高等学校職員 昭和  年なくなる。 安中城では昭和９年

からの調査 群馬県古城塁址図集第１－５集１９６２年昭和３７年 群馬県古城塁址の研究

昭和４７年１９７２年自序の中で城跡が好きだから調べる。群馬県の全城跡を調べる。平成

２年１９９０年１月３日８３歳死去。東西６５０m、巾３５０m、本丸は太郎兵衛屋敷、東西１５０

m、南北１００m、二の丸東西２２０m、南北１８０m、西郭東西南北とも２００m、三の丸に武

家屋敷 

○淡路博和 安中城・安中藩・安中城址の覚書、平成元年１９８９年６月 現存建物・昭和５

８年現在、茅葺の家１１軒、井戸１３個、城門３個（大竹の坂本家、下磯部の須藤家、熊野

神社）土塀の瓦、下磯部の須藤家、武器蔵、高別当の中島家、東門番所、往時の場所に、

家老屋敷の一部、安中教会牧師館、壕跡、安中氏時代の石積みが残る。 

○文献からは黒田基樹氏による安中氏の研究、「戦国期安中氏の動向」 ２０１０年学習の

森平成２２年度企画展講演会、２０１２年４月２９日の安中市教育委員会による「安中氏に

関する一考察」がある。。 

○安中市教育委員会による発掘調査に基づく考察 

１９９０年西町、谷津遺跡の南西端に西門の一角と思われる石積。１９９１年池尻遺跡にの

発掘により、安中氏以前の堀跡が発見され、窪庭館として、地割から１００x１００m、または



１００x５０m の居館を想定されている。２０１１年安中城Ⅰ文化センター駐車場建設、Ⅱ安

中小学校増築、Ⅰの１号トレンチからは巾１０m、底部７，５ｍ、深さ４，５m の中世の堀で西

側から埋められている。２号トレンチからは近世安中城東端の土塁と石積みが検出されて

いる。Ⅱの東端の堀は巾４，５m、深さ２，３ｍ。架設トレンチ東端の堀と合わせ、中世の大

規模な南北の堀を想定されている。 平成２３年２０１１年８月安中市学習の森夏季企画展

発掘された安中の中世遺跡講演会資料で、安中城と関連遺跡という現状図を発表されて

います。 

 

２ 本日の報告 

城絵図の収集、分析という史料学、日本城郭史という文献から、さらに、城跡の縄張調査

という軍学者の視点から学際的に事実を明らかにしたいと考えています。安中城は時代を

通じて、碓井川と九十九川を自然の要害とし、北の断崖を背景として、南向きに防衛され、

碓井谷の東西の交通を遮断するために構築されています。 

 

第２部の１ 中世安中古城 

 

安中志 簗瀬村古城跡 建治元年１２７５年４月安中家の先祖、二位中納言惟基入城、築

立て、居住、３、４世後、重国康永６年１３４７年越後に引き移る。松井田板鼻間の東山道

は不明、近世中山道より北。 

鎌倉滅亡後、建武新政上野国新田義貞守護兼国司 

南北朝の騒乱 室町幕府 上杉憲房上野国守護職 上杉憲顕守護職、暦応元年１３３８年



足利幕府開設、上杉憲顕暦応３年１３４０年関東管領 観応の擾乱 尊氏・直義兄弟戦い

駿河薩埵山対陣 観応２年１３５１年上野国戦争尊氏勝利 上野国守護上杉憲顕失脚。近

世風土記では簗瀬城の安中重国が新発田に戻る。 

宇都宮氏綱上野国守護職 芳賀禅可守護代板鼻拠点 康安元年１３６１年関東管領畠山

国清失脚 上杉憲顕関東管領上野国守護職復帰 阻止する禅可を鎌倉公方足利基氏が

追っ払う その後、上野国守護職は上杉氏が世襲 

 上野国守護職上杉氏は鎌倉公方足利氏を補佐する関東管領を兼務、上野国には守護

代大石氏、長尾氏 長尾氏総社、鎌倉、白井に分かれる  

 応永２３年１４１６年１０月鎌倉公方足利持氏と前関東管領上杉氏憲（禅秀）対立 上杉禅

秀の乱 幕府の介入により持氏勝利 持氏４代将軍義持の猶子  

永享元年１４２９年５月足利・鶏足寺世代血脈、慶秀法印 安中の後閑北野寺吉祥院と号

す、上野州安中三木慶秀律師に付釈論を就学す 

 

３ 群馬県重要文化財榛名神社文書 

足利持氏書状応永２４－３１年ごろ１４１７年１４２３年 

３月２８日鎌倉公方足利持氏 木部弾正左衛門入道道金に、上野国榛名寺別当職と寺領

を安堵する。 

富原文庫２月２６日木部弾正左衛門道金書状石刷・群馬県文書館蔵榛名町榛名山榛名

神社文書昭和５１年６月１日写真・榛名町誌資料編２中世２３７某入道覚書・榛名神社所蔵

某入道文書は同一であり、作者不明の某入道文書は付箋がはがれる前は木部道金文書

であった。これは木部道金が安中、後閑、小幡の内、望みのところを与えるとの文書であり、



地名としての安中の初見である。年代が記されていないが、足利持氏書状と同時期と考

えると１４１７年から、持氏の死去する１４３８年の間に安中は存在していたことに成り、安中

地名の発祥は通説の永禄２年１５５９年を１４２年から１２１年さかのぼることに成る。 

幕府と持氏の対立 永享１０年１４３８年 持氏幕府により誅殺 

 

４ 戦国時代は上杉武田北條の進出により、在地領主は東奔西走、離合集散を繰り返し

た。  

享徳の乱１４５５年―８２年関東の戦国時代は鎌倉公方後の古河公方と関東管領山内上

杉の抗争。 

享徳４年１４５５年５月１３日新田荘の岩松持国宛足利成氏書状の野田持忠副状に佐久の

大井播磨守が碓氷坂を超えて上野国に進出し安中左衛門之知行分に陣取（安中氏初見

資料）足利成氏は関東管領上杉憲忠を誅殺し、足利上杉抗争の中で岩松や大井は足利

方、安中氏は上杉氏の被官として存在していた。山内上杉は上野国を本国として、武蔵西

部にわたる戦国大名。 

長享元年１４８７年安中出羽守忠親 越後新発田より松井田小屋城に移住 和田記 子安

中伊賀守忠清 孫安中越前守忠政 安中左近次郎忠成 原市榎下城築城 

享禄２年１５２９年８月２４日本朝通鑑、上杉憲寛が安中城攻撃、小幡氏が憲寛から離反、

９月１２日安中に陣する憲寛を破る。  

享禄４年１５３１年山内上杉の内乱。当主憲寛（古河公方足利高基の子）と上杉竜若丸（前

代憲房の実子、のちの憲政）が戦い、竜若丸勝利 

天文２年１５３３年鶴岡八幡宮造営勧進東国武士を記した快元僧都記２月９日条、碓井郡



領主として、安中宮内少輔、飽間、依田、諏方、このころ、諏訪氏は松井田、安中氏は安

中、簗瀬、飽間氏は秋間、依田氏は後閑板鼻を本拠。 

黒田基樹氏の研究「安中氏の研究」戦国大名と外様国衆で宮内大輔顕繁 永正４年 ―

宮内少輔長繁 天文２年―２１年 ―越前守重繁 永禄元年―１１年 ―左近大夫景繁 

永禄８年―天正３年 ―七郎三郎 ―左近大夫 天正７年―１７年 

天文１４年１５４５年８月関東管領上杉憲政、今川義元同盟、今川武田同盟により実質三国

同盟となる 天文１４－１５年４月上杉憲政川越夜戦、北條氏康方、北條綱成が占拠する

川越城包囲、 古河公方足利晴氏を味方に大軍で６か月包囲、天文１５年１５４６年４月２０

日北條氏康打ち破り、武蔵は北條に。 

天文１５年１５４６年甲陽軍鑑１０月３日碓井峠合戦 関東勢２万５千、武田の板垣と戦う。 

 合戦後、上杉憲政は上野国平井城へ 天文２０年１５５１年７月２０日上州平井の合戦勝

利、関八州北條の支配下に 

 安中氏等利根川西の勢力は上杉憲政の乱行故に北條氏に 

 天文２１年１５５２年１月１０日上杉憲政北條氏の攻撃により平井城を出、上杉氏の上野

支配は崩壊した。北條氏康の支配。  

安中氏は被官ではなく、自立した国衆知也、安中領を独自に支配するようになった、（黒

田基樹）北條氏とは自立性を前提に、軍事的政治的統制、従属関係。  

天文２２年１５５３年から天文２３年にかけて、武田信玄、北條氏康、今川義元三国同盟 

 天文２３年１５５４年８月２日北條氏が安中源左衛門を江戸市谷八幡の代官職に。 

弘治２年１５５６年１１月１６日古河公方足利義氏感状写しに上州安中城における合戦に於

いて、森孫八郎の活躍をほめるのが初見である。 



弘治３年１５５７年４月武田信玄三ヶ尻で長野業政と戦う（信玄の西上野進出始め）  

永禄元年１５５８年閏６月１８日北條氏康安中越前守重繁に吾妻谷へ出陣命ずる。上杉憲

政 越後長尾氏との敵対関係を宿怨を捨て、長尾景虎を頼り越後へ。 

 永禄２年１５５９年４月安中記によれば、安中忠政は安中家中で秋間七騎の一人与力１２

騎足軽５５人知行１１００石余の窪庭図書に代替え地２０７３坪（６８４０ｍ２）を与え（、安中

志 窪庭観音堂）榎下城から野尻に移り、安中と改めた。 安中城の鬼門除けに熊野神社

建立 祈願所真言宗妙光院 安中の地名は安中氏の入部によって生まれた。 

安中記は野後改安中城の規模について 

東西２００間（３６０ｍ）、南北１００間（１８０ｍ）、１重（単郭６４８００ｍ２）、櫓２つ、酉（西）、寅

卯（東北）、想門３つ、追手 酉（西）、牛（南）、卯（東） 

近世安中城郭内 約７２５ｍ（６５０ｍ）ｘ４２５ｍ（３００ｍ） 城内約１９５ｍｘ２２５ｍ  

郭内５０９３５坪１６８１００ｍ２ 城内７３００坪２４０００ｍ２ 

永禄２年１５５９年４月３日長尾景虎上洛、足利義輝御内書により、関東進出の根拠を得

る。 

 永禄３年１５６０年５月桶狭間の戦い今川義元敗死、信玄駿河侵攻。駿河侵攻に反対の

嫡子義信永禄１０年１０月自害。 

永禄３年１５６０年８月２９日春日山城を出、９月１５日上野国に入る。沼田城（北條康元）明

間城（秋間斉藤氏）、岩下城（吾妻斉藤氏）、高山城、倉賀野城、小幡城落城、白井、総社、

蓑幻（箕輪）悃望の段。安中氏は上杉憲政の退去により、北條方として安中源左衛門射、

安中越前守。さらに厩橋、大胡、攻略、横瀬氏を従属させた。安中氏は北條に離反して、

上杉景虎に服属。 



永禄４年１５６１年富岡氏、３月小田原城北條氏攻略の参陣、関東幕注文、２５５名に総社

衆安中、足利衆安中将監が含まれる。 

長野業政を旗頭とする箕輪衆は１９名であり、西上野最大の武士団を結成していた。親類

衆１０名、在地領主９名、業政は明応８年１４９９年生まれ、武田信玄の西上野進出が本格

的となる、永禄４年１５６１年６月２１日長野業政６３歳死去 １２人の娘を在地領主に嫁が

せた。松枝城主安中越前守忠政、安中城主安中左近大夫忠成には兄長野業氏の娘を嫁

がせた。安中氏は総社衆に属しているが、上杉謙信の元、長野氏の箕輪衆と信玄の侵略

に対応している。 

永禄４年１５６１年２月２日武田信玄国峰城攻略、９月川中島戦い １１月信玄北條支援（長

野業政の死により）のため、上野国出兵、西牧城（甘楽郡）、高田城（妙義町）、諏訪城（松

井田）攻略。 

永禄５年１５６２年２月１日長尾景虎小泉城富岡重朝書状に武田信玄が諏訪城（松井田城）

に攻め寄せたが、安中氏が打ち破り大勝利と伝えている。松井田は前年諏訪氏が上杉か

ら離反、武田に従い、安中重繁が松井田を攻略して、諏訪氏を没落させ、その所領を併合

し、在城したと考えられる。（黒田基樹） 

永禄５年１５６２年２月１７日館林城赤井氏後略、長尾景虎上野国平定 

 永禄５年１５６２年５月１７日武田信玄倉賀野諏訪安中の苗代を薙ぎ払い、旧暦５月１７日

は麦秋であり、収穫時期。 

５月２２日上杉輝虎が厩橋城の北条高広の連絡により、対応を沼田城栗林政頼、長尾伊

勢守に伝えている。安中は上杉方。 

輝虎は１０－１１月関東出陣、４月越後帰国 ４月から１０月まで信玄が進出 



 永禄５年１５６２年９月１５日信玄の侵略により、安中城落城 那須資矩書状 安中の地被

属本意候 安中城武田方に属す（永禄６年１５６３年５－９月説あり） 

 甲陽軍鑑は永禄６年２月２７日信玄は安中越前守重繁の守る松井田城、嫡子左近大夫

景繁の守安中城を攻め、安中景繁は直ちに降伏したため、本領安堵、重繁は降伏後、城

を没収され、成敗された。安中氏は武田氏に従属する国衆である、先方衆として、存在。

松井田領は武田に没収され、小山田氏が赴任。諏訪、依田氏より得た所領は没収。  

 西上野武士団勢力図 信玄公御代惣人数 武田家分限帳 

国立公文書館所蔵 御一門内藤氏２５０騎、信州先方真田２５０騎、和田７０騎、西上野先

方小幡５００騎、安中１５０騎、依田８０騎、木部、倉賀野、高山、白倉、海土尾、各５０騎、

その他６名１５５騎等 

永禄６年１５６３年２月１０日安中越前入道宛信玄書状、信玄より上杉方の進行に備えるよ

う指示、松井田城へ出張することも知らせている。安中丹後守は北條方。６月２３日上杉方

に出していた安中越前守息子と総社長尾氏の息女の人質交換。 

 永禄７年１１月８日武田信玄から松井田城小山田昌成に、真田幸隆から安中越前守重繁

が上杉方と通じる密書、安中越前守、嫡子左近大夫景繁に家督を譲り引退。 

 永禄９年１５６６年西上野、上杉武田抗争激化。４－１１月上杉方城侵略される。閏８月２

７日信玄、安中越前守入道重繁に書状、９月２９日箕輪城落城。 

 永禄１０年１５６７年３月真田幸隆、白井城攻め落とす。４月総社城落城、利根川以西の

西上野は武田領に。 

 永禄１１年武田徳川同盟、大井川境に分割提案、信玄駿河侵攻、 

永禄１２年１５６９年今川氏真掛川城で家康に攻められ、和議、遠江家康領に、５月氏真、



北條氏を頼り、氏直を養子として、駿河１国を譲った。その結果駿河で武田北條が対立し、

北條は上杉と越相同盟を結んだ。氏政の子氏秀が謙信の養子となり、景虎を名乗り、上

野山内上杉の名跡を継ぎ、上野国を上杉領とした。北條は上杉の関東出兵を要請したが、

両氏の武田挟撃はならなかった。 

 元亀２年１５７１年北條氏康５７歳死去。氏政、同年武田と不可侵協定、信玄、西上、遠江、

三河へ。 

 元亀４年１５７３年信玄、信州伊奈郡駒場で５３歳死去 

 天正３年１５７５年武田勝頼、徳川の高天神城攻め落とす。 

 ３月２４日安中左近大夫景繁に諏訪上原への出兵を命じている。４月長篠の攻防開始、

５月２１日設楽が原で両軍激突。織田徳川３万、武田１万５千。安中左近大夫重繁討死。 

 上野志では安中城は安中氏滅亡後、「安中亡び落城の跡、安中討死の末葉の士、民と

なり、武家、百姓の田畑作り場」とある。 

天正４年１５７６年２月２５日武田勝頼、松井田城小宮山昌友に命令書 松井田は武田家

直接支配 

天正６年１５７８年３月上杉謙信死去、景虎（北條氏康７男）、景勝（謙信の甥）、対立、越後

の大乱、御館の乱、６月、景勝と勝頼同盟、東上野勝頼手柄次第、勝頼、東上野へ 厩橋

城北条高広武田方に。  

天正７年１５７９年３月２４日上杉景虎殺害。上野国は北條氏へ。 

天正７年９月１７日武田勝頼朱印状 安中七郎三郎 

天正１０年１５８２年１月木曽義昌、織田信長に、織田軍岩村から、伊那谷、高遠から諏訪

へ、２月１７日大島城に立て籠もる武田方の安中七郎三郎らを攻めて落城させる。３月２日



仁科五郎信盛（勝頼弟）籠る高遠城落城。諏訪高島城でも安中七郎三郎が在城していた

が退いた。 

３月７日織田信房（信長４男織田軍の先陣）上野国に入り、。 

天正１０年３月１１日武田勝頼天目山自害 

 

５ 織田信長時代 

３月２１日織田氏の指揮下の安中城に織田信房在城 

武田領甲斐、信濃、西上野は織田信長が接収。 

天正１０年１５８２年３月１９日上野国、信濃国佐久郡、小県郡は滝川左近将監一益に与え

られ、関東管領を命じている。 

箕輪城入城、４月中旬厩橋城に移る。滝川儀太夫を沼田城に。 

 上野国の内藤、小幡、和田、由良、長尾、安中左近（七郎三郎、上田、木部、高山、深谷、

成田、倉賀野、信州真田、人質を出す。五月滝川一益 安中町郷に伝馬定書（安中町初

見）安中氏の城下町として宿が形成されている。 

 

６北條時代 

 天正１０年１５８２年６月２日本能寺の変 ６月７日厩橋城へ伝えられる。６月１８日北條氏

直は上州武州の境、金久保（上里町）に進出、滝川一益と対戦。神流川合戦。１８日滝川

勝利、１９日北條勝利、総社箕輪まで攻め込む。上野国武士、滝川方に参戦。６月２０日滝

川松井田に撤退。２０００騎で碓氷峠を超えて、小諸に。２６日信濃路を経て、伊勢へ帰国。

安中氏、北條氏に従属、鉢形城主北條氏邦の指揮下、他国衆に 



 北条氏邦箕輪城接収、松井田城に大道寺駿河守政繁を配置、大道寺は小諸城に入城。

北条高広は厩橋城、真田昌幸は沼田城、岩櫃城支配。 

 天正１０年１５８２年１０月徳川家康と北条氏直同盟。甲信は徳川、上野は北條に、大道

寺は天正１１年春頃、小諸を放棄し、松井田城に。天正１１年１５８３年９月２０日前後。厩橋

城北条高広降伏。東上野金山、館林も北條に、真田昌幸は徳川方であったが、徳川北條

同盟で北毛二郡を北條に渡すという徳川勧告を無視、豊臣、上杉方に。天正１３年１５８５

年９月１０日沼田、上田の分断のため、北條は大戸城攻め、安中氏は北條方に。 

 天正１５年５月２０日－２９日松井田城普請、同時期箕輪城も１０日間普請。１０月１０日安

中七郎三郎、松井田に在城。 

 天正１５年１５８７年１２月３日秀吉、関東奥羽両国惣無事令発令。沼田問題で秀吉の裁

定。天正１７年１５８９年７月２１日利根川以東の沼田領は北條氏に渡された。１１月３日真

田の名胡桃城を北條が攻略。 

 天正１８年１５９０年正月５日小田原城攻め、徳川家康東海道、前田利家、上杉景勝、真

田昌幸、北陸道を碓氷峠から上野国へ。 

北條方上野国防備体制。毛利文書北條家人数覚書 関八州諸城覚書 毛利文書関八州

城之覚   

 北條氏邦、鉢形城、深谷城、前橋城、倉賀野城、箕輪城、沼田城等５０００騎 大道寺政

繁（川越城主）松井田城１５００騎 等総勢１７１５０騎 

 天正１８年３月１日秀吉、３２０００の軍勢出陣、２９日山中城攻略、３月１５日松井田で衝

突、２５０００碓氷峠を超える。４月７日秀吉、付城構築を命ずる。１４日松井田根小屋焼き

払い。１９日総攻撃、２０日松井田城は開城降伏した。２８日までに箕輪城、厩橋城開城、４



月末までに上野国の諸城攻略、６月１４日北武蔵の拠点鉢形城開城。 

安中城主安中景繁篭城から、小田原城脱走降伏？滅亡？ 

６月２３日北條氏照の八王子城落城、北條氏規も韮山城このころ落城。７月５日小田原城

北條氏直投降。北條氏滅亡。 

 北條傘下の武将達は所領を失い、町人、農民に、安中氏の一部は真田信繁に士官、大

坂夏の陣で参戦している。出羽最上氏、安藤氏、秋元氏、上杉氏、織田信雄、成田氏等に

仕えている。又、新しい領主井伊家に仕えたものも多い。 

第２部の２ 近世安中居館 

天正１８年１５９０年７月１１日家康関東移封 

Ａ）井伊直政 箕輪城１２万石所領   慶長３年１５９８年箕輪から和田二移り、高崎と改

名。慶長６年近江佐和山転封 慶長７年３月４２歳死去 井伊直勝遺領１８万石継  慶長

８年１６０３年徳川幕府成立  慶長１９年大坂冬の陣、直勝病、弟直孝参陣 直勝碓氷牧

関所警個 

Ｂ）井伊直勝 元和元年１６１５年２月安中藩成立３万石 

元和元年１６１５年２月直勝病により、直孝に封地継がせる。元和元年１６１５年井伊直勝

は上野国３万石を賜い、初代安中藩主となり、安中に住し、碓井牧関所を警護 

 慶長１９年１６１４年（元和元年１６１５年の間違い）安中志（文政天保勝明編纂）によれば、

「春、佐和山より引き移り、安中御城地の御普請始まる。安中の上野尻、谷津、下野尻三

か村の石高の内に、御屋形を立て、４月には安中宿や町並の縄張を行った」とある。寛政

重修諸家譜は翌元和元年の安中入りを伝えている。 

 元和元年１６１５年５月８日豊臣氏滅亡 



 元和元年１６１５年閏６月１３日元和一国一城令布達 各領国の居城以外の支城を破壊

する。城郭所有数制限 

 急度申入候、仍、貴殿御分国中居城をハ被残置、其外之城者、悉可有破却之旨、上意

候 壬６月１３日 松平長門守殿 安藤対馬守重信、土井大炊助利勝、酒井雅楽頭忠世   

  ７月７日武家諸法度 新規築城禁止 全修理届出制 

井伊家は直勝の子井伊直好（当初直之）が正保２年６月２３日三河西尾城を賜り、城主と

なる。後、掛川城で直朝失心、領地没収 

文化元年１８０４年無城主から城主格へ 

井伊直好 寛永９年１６１２年１２月１５日継ぐ 

元和２年１６１６年４月１７日徳川家康７５歳死去 

 元和９年１６２３年碓井関所開設 

 寛永１２年１６３５年６月２１日３代家光 改正武家諸法度 堀石垣は許可制、作事は原状

復帰届け出不要だが出されている場合が多い。大船建造禁止 ３年１回巡検使派遣 無

嗣卒去大名改易 外様大名の転封 国主城主１万石以上 

正保城絵図について 

寛永２１年１６４４年９月家光、国絵図、城絵図の聴衆を命ずるも、安中は城ではなかった

ため、調査対象ではなかった、国の重要文化財として現存するものは内閣文庫に６３城絵

図、元１５３城以上あったと思われる。 

寛永１５年１６３８年島原の乱後規制強化 

正保２年１６４５年６月２３日井伊直好３万５千石三河西尾に転封  

万治２年１６５９年遠州掛川に転封 



天和３年１６８３年８月２０日５代綱吉武家諸法度まで 作事元通り届出 

宝永７年１７１０年４月１５日６代家宣武家諸法度 土木も元通りでなくて可、許可制、作事

は制限なし、但し、享保２年１７１７年３月１４日８代吉宗は元に戻す。 

宝永２年１７０５年井伊直朝（とも）精神病 

養子直矩（のり）越後与板に減封２万石 

井伊家の最終赴任地である新潟県長岡市与板藩に関し、本藩彦根城博物館の井伊家文

書、新潟県立文書館の与板関係資料、長岡市史編纂室の与板関係資料に安中城絵図は

存在しない。 

Ｃ）水野元綱 正保２年１６４６年６月２８日三河新城より２万石、碓井関所預けられる 

 承応４年１６５５年武鑑 明暦２年１６５６年武鑑 

 万治元年１６５８年武鑑 官位、石高のみ 大名家格制未成立か  

寛文３－４年１６６３－4年検地安中領内 

水野元知 寛文５年１６６５年１０月２６日世襲 

寛文７年１６６７年５月２３日水野元知発狂 ２８日領地没収 安中闕所 

Ｄ）堀田正俊 寛文７年１６６７年６月７日相模より２万石 安中市史に安中の城主となって

着任というのは誤り。 

堀田正俊は慶安４年１６５１年８月１４日１万石で大名に列した。文政２年１８１９年４月１８日

城主格となる。 

天和元年１６８１年老中 

寛文９年１６６９年武鑑 上州安中とのみ記入 （城主は御居城と記入）このころ大名家格

制確立か 



絵図１ 安中御座舗図 日産厚生会佐倉厚生園所蔵下総佐倉藩堀田家文書所収 マイク

ロフイルム下総佐倉藩堀田家文書平成１４年８月１９日刊リールＲ－５４の７２ 千葉県文書

館及び佐倉市史編纂史料室に安中資料はない。 

絵図２ １６８３年天和３年、前期板倉氏  

諸国古城之図上野安中 広島浅野文庫蔵 昭和５６年復刻浅野文庫蔵諸国古城之図 安

中が当城でなく、古城に収録されている理由について、安中築城は１７０５年であり、編纂

時は居所であり、城は存在しないため、古城であった。 

絵図３ 日本城郭史資料 上州安中 陸軍参謀本部作成 

  参謀本部所蔵、全国１４００城絵図城塞釈史の写しか 

  内容は浅野文庫絵図とほぼ同様、手書き鉛筆写 

  国立国会図書館古典籍室所蔵 本別２０－４ 

  城塞釈史は東京偕行社旧蔵繊細焼失した幻の城図集、旗野史郎編纂、陸軍本邦築城

史編纂委員会中山光久氏の模写図 

注１ 上州安中 昭和５７年３月３１日刊行の教材群馬の文化財３近世編に正保２年１６４５

年安中城絵図として、掲載されているが、年代理由及び所蔵場所が記載されていない。お

そらく、前年５６年刊行の浅野文庫蔵諸国居城之図から掲載し、水野の着任年を推定で記

入し、問題意識を抱えることなく、城としたものと思われる。絵図は浅野文庫と同一である。

浅野文庫本には年代の記載はない。 

絵図４ 上州安中居館之図 元禄１０年丁丑１６９７年始冬下旬 金沢市立図書館所蔵 平

成４年絵図地図目録１７１９番請求番号１６，８４－１８０   

堀田氏居住延宝（１６７３年―１６８０年）以住之図也   ９５ｘ１４０ｃｍ 



本図は前田家尊敬閣文庫安中町、安中２図の原図である。 

両図は本図の中心部と全体を２分割したものである。 

  金沢市立図書館所蔵請求番号１６，８４－１６０ 

  絵図地図目録１７１９番１７６頁 

絵図５ １６９７年元禄１０年以降、安中町 前期板倉氏 

  １６６１年寛文６年―１６９１年元禄４年調査 

  諸国居城之図有沢永貞 安中町 前田家尊敬閣文庫蔵 

  ２９ｘ４０ｃｍ 安中市史復刻付図 

絵図６ 同 個人蔵、安中町 前田家と同一の内容 

絵図７ １６９７年元禄１０年以降、上州安中 前期板倉氏 

  諸国居城之図有沢永貞 安中 前田家尊敬閣文庫蔵 

  ２９ｘ４０ｃｍ 安中市史復刻付図 

  大名小路が西門に繋がっていない。太鼓櫓がない。櫓台がない。安中市時代の大手、

北門がある。 

絵図８ 同 個人蔵 上州安中 前田家と同一内容 

天和元年１６８１年２月２５日下総古河へ９万石転封 大老就任 

 翌年４万石加増１３万石に 

 貞享元年１６８４年８月２８日正俊刺され死す。正仲１０万石、弟正虎２万石。正高１万石

分与 貞享２年１６８５年正仲出羽山形転封、 

 貞享３年１６８６年陸奥福島１０万石転封 

 元禄１３年１７００年弟正虎出羽山形転封 



 延享３年１７４６年堀田正亮（すけ）下総佐倉１０万石転封 

 宝暦１０年１７６０年老中首座１万石加増１１万石 

 正順（なり）京都所司代、正睦（よし）老中首座 

最終赴任地は千葉県佐倉 

Ｅ）板倉重形 天和元年１６８１年５月２１日下総国関宿より１万５千石 

板倉重形は寛文元年１６６１年１２月１３日１万石で大名に列した。 

天和元年１６８１年武鑑 上州安中 

天和３年１６８３年武鑑 居城 上州安中 （居城と記す始め）この頃板倉氏は城主格の可

能性。安中志も板倉重形も項に安中御城下、後世に伝え数々としている。 

貞享２年１６８５年『御代々留』によると、板倉重形太鼓櫓突き始板倉重同（あつ） 貞享３

年１６８６年７月２６日死去 ９月２５日封を継ぐ 

元禄元年１６８８年武鑑 居城 上州安中 

元禄４年１６９１年武漢 居城 上州安中 

元禄８年１６９５年武鑑 居城 上州安中 

元禄１５年１７０２年７月４日板倉重同陸奥国菊多郡泉へ転封 

第２部の３ 近世安中城 

Ｆ）内藤政森元禄１４年１７０１年７月４日奥州泉より２万石 

享保２年１７１７年吉宗武家諸法度 城郭規制元和へ戻る 

寛永１１年１６３４年１０月２８日内藤政晴２万石大名に列せられる。この時点では城を持て

ない。 

宝永２年１７０５年正月５日城主に列し、安中城築城を許可された。安中記は宝永６年１７０



９年９月４日普請開始と伝える。正徳２年１７１２年８月１５日城地に行く 

安中城 

 表向き御殿 御玄関、御広間、御広間詰所、溜之間、御槍之間、大目付詰所、表御書院、

御小屋敷、御二ノ間、御二ノ間脇 

奥向き御殿 御居間、御涼所、御放屋敷、御庭、御台笥、御休息、奥之間、御台笥次之間、

御居間書院、御居間脇、御舞台、御二之間、御次、御雪隠、御湯殿 

役向き御殿 元御用部屋、軍方役所、御勘定所、溜之間、御茶之間、御徒目付詰所、御

代官詰所、中番詰所、御台所、かまど、流、小使部屋、御金蔵 

城内施設 

町口門―広小路―太鼓櫓―大手門－中問―本丸御殿 

町口門から西門までの東西道を大名小路 代官町―４人の代官 

絵図９未知 

 宝永２年１７０５年正月５日の安中築城に際し、幕府に対し、武家諸法度に基ずく新規築

城許可願いが構造等を明記した絵図によって提出され、老中奉書による許可状が発行さ

れたと思われるが、まだ発見されない。 

宝永２年１７０５年武鑑 居城 上州安中 

宝永７年１７１０年武鑑、正徳３年１７１３年武鑑  

享保３年１７１３年武鑑 享保１７年１７３２年武鑑 

絵図１０ １７２１年享保６年８月、内藤丹波守 本丸北方土手崩れ修復願 上野国安中城

修理絵図 本図には享保６年戸田山城守の裏書が見える。戸田山城守忠真は宇都宮城

主であり、老中として、修築許可をする立場である。 



個人蔵 ８３ｘ５９ｃｍ 本図は白峰旬氏の城郭修理規定における全国絵図一覧には収録

されていない。櫓台といわれるものは描かれていない。 

享保１８年１７３３年４月６日病気藩主辞去内藤政里継ぐ  

享保１８年１７３３年安中記によると、内藤政里、御殿に玄関を立て、西門東門を建て替え、

西門の外に土手を築き、町口の塀の屋根を瓦葺とした。 

絵図１１ １７３６年享保２１年辰年５月改め 内藤氏 

  上州安中御城内絵図 １２９ｘ９５ｃｍ 二の丸分離前。豊田市郷土資料館蔵 稲荷はあ

るが石段３段。煙硝蔵なし。 

 袋書に「政里公は仰せを蒙り、森宇左衛門正儀が上州安中御城内の御郭・侍屋敷目で

悉く惣坪数の吟味を遂げ、壱枚の大絵図を櫛田友右衛門に認めさせ仕立て置いたもの」 

豊田の古絵図に元禄１５年ごろと記されたのは誤り。 

元文６年１７４１年武鑑 同 

内藤政里 延享３年１７４６年４月晦日卒３４歳 

内藤政苗 延享３年１７４６年６月２３日継ぐ 

寛延２年１７４９年２月６日内藤政苗（みつ）三河挙母へ２万石転封 

 内藤氏は明治まで挙母藩主 

内藤氏の研究は転封され、幕末まで所在した挙母藩今の豊田市でよく進んでおり、大正１

４年には大著七州城沿革小史、で事績を平成８年には豊田の古絵図が刊行され、安中城

絵図も検証されている。 

絵図１２ １７３３－１７４９年享保１８年―寛延２年 内藤政里回収以降 安中城曲輪図 ２０

８ｘ１１１ｃｍ 



二ノ丸に土塀が構築され通路と蔵屋敷が分離される。 

豊田市郷土資料館蔵絵図 稲荷１０間四方高さ５尺とされる。煙硝蔵明地。 

絵図１３ １７３３年以降で明治大学本以前 安中城図    美濃部家蔵 安中文化会復

刻 二の丸分離後。 

本丸北部の虎口が変更される前。櫓台という文字、稲荷構築。煙硝蔵あり、 

絵図１４ 享保６年１７３３年以降 寛延２年１７４９年まで 本丸北部の虎口変更。稲荷台２

段に構築。裏に煙硝蔵あり。 

上州安中城絵図 安中市史復刻  明治大学刑事博物館蔵 

竪堀を潰し、崖面を石垣にし、がけ下に水場がある。 

Ｇ）寛延２年１７４９年２月６日奥州泉から遠州相良に転封の板倉勝清２万石 

板倉勝清は寛延元年１７４８年１１月１５日城主となり、２年２月６日安中城を賜る。 

宝暦１２年５月１７６２年９代家重 無城主大名の居所造営緩和令 修理は届け出不要 新

規構築のみ許可  

宝暦５年１７６５年武鑑 居城 安中 

明和２年１７６７年正月老中就任１万石加増３万石に 

安永９年１７８０年まで幕政に関与 ６月２８日卒 

板倉勝暁（とき）安永９年１７８０年８月１４日継ぐ 

寛政４年１７９２年８月１２日卒 

板倉勝意（おき）寛政４年１７９２年９月２９日継ぐ 

以上 寛政重修諸家譜により校正 

板倉勝尚 



 藩校造士館創設 

寛政１７８９年以降海外情勢緊迫化 雄藩の台頭 

文化５年１８０８年３月造士館開設、 

板倉勝明（あきら）文政３年１８２０年１２歳就任 名君 

 天保７年１８３６年『武家格令式』 

安政３年１８５６年五料村郷学校（桃渓書院）開設 

慶応３年１８６７年１０月、国持大名２０家、准国持大名３家、城主大名１２５家、城主格大名

１９家、無城主大名９０家、城主格に昇格すると築城を許可され、居所を城郭と公称するこ

とが出来た。無城主大名は陣屋または居所とした。 

武鑑では城主格以上の大名が御居城、無城主の大名は在所とされた。 

板倉勝殷（まさ）安政４年１８５７年４月 

注１ 大学共同利用機関法人人間文化研究機構 国文学研究資料室（旧文部省史料館）

上野国安中板倉家文書の内、安中藩内図４舗に城絵図があるか確認中である。５月２４

日。。 

絵図１５ 明治初年 後期板倉氏 

  群馬県指定重要文化財小野直文書 

安中城絵図 安中藩士小野富三郎（直）天保４年１８３３－１８８７年嘉永４年御用部屋書役、

作事奉行歴任、明治以降も郡役所書記 

安中市史復刻   安中市教育委員会蔵  

慶応４年１８６８年６月１７日岩鼻県 安中市域も 

明治２年１８６９年正月太政官布告関所廃止、４月１０日東西門、２１日堂峰番所が解体さ



れた。２４７年で姿を消した。明治初め造士館は文学校を分離、演武場となった。 

明治２年１８６９年５月１７日五稜郭降伏戊辰戦争終結  

明治２年１８６９年６月１７日版籍奉還、２７４人の藩主を藩知事に、板倉勝殷（かつまさ）は

藩知事となる。 

明治４年１８７１年７月１４日廃藩置県幕藩体制崩壊 大名総数２８５家 安中県、群馬県 

廃藩後は安中城地を東町、扇町、西町と呼んだ、扇町は安中城の別名扇城から付けられ、

本丸御殿が中心であった。大山融斎は五明城といっている。家臣２３８名、江戸詰め９４名、

安中在勤が１４４名、徒士未満を含めて４１３名、家族含め８００名ほどが城内に居住。明治

５年（１０－１１年）に藩士屋敷図提出、１３８戸分が残る。（安中市誌９４４ｐ） 

砲術は武衛流、文化頃森本亘理、高島流天保末年星野閠四郎、 

下曽根金三郎弟子入り、弘化４年１８４７年安中藩士２５０名起請文、安中城の稲荷の奥に

煙硝蔵。稲荷は煙硝蔵の防壁か。弘化２年１８４５年高島流の大砲、モルテール、ホイッス

ル、野戦砲を鋳造、嘉永３年１８５０年岩井村から中宿村へ大砲試射、慶応４年１８６８年世

直し一揆の際、大砲を放つ。慶応４年１８６８年３月１７日江戸を、江戸詰め藩士、箱崎、関

宿、倉賀野 ３月２９日午後４時安中城に到着。寺社に仮住まい。住居の建設は安中藩谷

津村給人畑（安中１丁目）家屋４棟、長屋１２棟建設。城内を旧屋敷、こちらを新屋敷と呼

んだ。 

 明治４年１８７１年７月１４日廃藩置県安中藩は安中県に、１９日藩庁を県庁に。８月２９日

安中城御殿から江戸へ２５６年続いた安中藩も終わりを告げた。 

 明治４年１８７１年１０月２８日旧８県を廃止、群馬県 

 明治６年６月１５日群馬、入間県廃止、熊谷県に 



 明治９年８月２１日熊谷県の武蔵を埼玉県に、栃木の上野国を合併し、群馬県に １４年

２月２６日県庁を前橋に。 

明治５年３月以降安中城取り壊し、造士館、桃渓書院廃校、明治６年競売、明治７年７月入

札価格記録。 

  絵図１６ 明治初期 城跡絵図 

  碓井郡安中町安中城図 安中県庁敷地 

  群馬県文書館行政文書 １００ｘ７２ｃｍ 

絵図１７ 明治４年以降 城跡絵図 

  元安中県内麁絵図（城郭内）  群馬県文書館行政文書 ６５ｘ９３ｃｍ 

絵図１８未知 

   明治政府陸軍省築造局が明治５年３月から８月まで全国城郭の存廃調査を行い、２０

１０年フランスで８５場２８絵図に及ぶが、安中城は含まれていない。明治４年１２月の東京

鎮台本営管下９か国の調査にも対象とされてない。 

 もし、これらが調査されたとすれば、作成者はおそらく小野直であろう。 

絵図１９未知 数年前の某古書店目録に安中城絵図の記載があり、発注するも品切れで、

当時目録を破棄、詳細不明。 

安中小学校履歴 

国指定重要文化財、群馬県行政文書中の碓氷郡書記小野直『安中小学校沿革史』による

と明治６年７月１小学校創立、安中学校というとされている。「明治壬申５年区長猪狩懐忠、

戸長小野直等、熊谷県庁に請い、旧藩邸内の演武場を以て仮の公社とす。実に明治６年

７月７日なり、之を本行創立の起原とす」とある。安中小学校建設による安中城の遺構へ



の影響は明治４０年にある。 

絵図２０ 安中城絵図のコピーがあり、上記いずれの絵図の複製でもなく、原本を調査中

である。 

注２ 昭和６３年１０月の群馬県立文書館企画展上州の城と城下町絵図展の出展された目

録№２９年次不祥安中城御殿中絵図１９０ｘ１９４ｃｍ豊田市立図書館蔵は残されたパネル

で調査の結果、挙母城（七洲城）本丸御殿図の間違いである 

注３ 群馬県立文書館壬申地引絵図には安中城は欠落している。 

注４ 国立国会図書館日本城郭史資料以外の絵図群、内閣文庫、蓬左文庫、池田文庫、

宮城県図書館、国文学研究資料館、富山県立図書館では安中城関連絵図は無であるこ

と調査済。 

注５ 明治５年３月から８月陸軍省築造局が全国の城郭存廃調査された絵図に関東はも

れているが、前年１２月東京鎮台管下の２４城城郭調査に於いても、報告されていない・ 

安中城跡関係資料 

地図１ 明治前半地籍図 前橋法務局高崎分室所蔵 

   不動産登記法作成までの公図 年記なし 

地図２ 明治３１年２万分一地形図 

   安中附近迅速測図 第一師団司令部 

   しろはく 古地図と城の博物館 富原文庫蔵 

地図３ 明治４０年測図正式２万分一地形図 

地図４ 昭和９年 安中城縄張復元図 山崎一 

注５ 陸軍参謀本部日本城郭資料に安中城調査図はなく、絵図の写しのみ 



地図５ 昭和２１年１９４６年米軍撮影航空写真  ４月１４日 １３７５０分一 

地図６ 新安中町全図 戦後 

地図７ 昭和２４年２月２５日碓井郡全図安中町略図 

地図８ 昭和４２年３月安中市地籍図    安中市学習の森蔵 

地図９ 昭和６３年安中城略測図 群馬県の中世城郭跡   山崎一委員 

地図１０ 平成６年５万分一地形図 富岡町 

地図１１ 平成１０年ごろ２万５千分一地形図 

地図１２ 平成１３年ゼンリン住宅地図 

地図１３ 平成１８年９月２日国土地理院航空写真 ３００００分一 

地図１４  平成１９年安中市都市計画図 ２５００分一 

地図１５ 平成２１年３月１日図解山城探訪 宮坂武男 

    平成２０年７月１９日調査４２安中城 

地図１６ 平成２５年４月５日・１１日 

  安中城跡現地調査 富原文庫 富原道晴 

  安中城跡の地形 

本丸１６７m、二の丸１６６m、大名小路１６４m、中仙道１５５ｍ、九十九川１４３ｍ、碓井川１

３８ｍ、太郎兵衛郭１６３ｍ、東口１５８ｍ、出口・城下１４８ｍ、町口１６２m、出口１５５ｍ、西

口１６７m、出口１６９ｍ、袋町、妙光院１６８ｍ、窪庭館１６９ｍ高い、７２００ｍ２、展望が聞

かない。 

安中の地誌 

安中志 板倉勝明の編纂 文政天保頃 



安中記 安中志のダイジェスト、嘉永５年頃 

安中志略 内田南涯 天保２年 

西野私記 関島成章 安中藩祐筆 

資料提供機関・協力者 

安中市学習の森、安中市立図書館、豊田市郷土資料館、金沢市立図書館近世資料室、

千葉県文書館、群馬県立文書館、梅村清春、高井勝巳、池田光雄、彦根城博物館、国立

国会図書館古典籍室、新潟県文書館、長岡市史編纂室、国文学研究資料館上野国安中

板倉家文書 

 

 


